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スペシャルセミナー

なりたい自分を
デザインする

　
以
前
は
国
や
企
業
が
十
分

な
公
的
年
金
や
終
身
雇
用
制

度
、退
職
一
時
金
な
ど
で
老
後

の
生
活
を
保
障
し
て
く
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
国
は
多

額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
、
企

業
の
終
身
雇
用
制
度
も
崩
れ

つつ
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。２
０
１
１
年
時
点
の

日
本
人
女
性
の
平
均
寿
命
は

85
・
90
歳
。
現
在
の
高
齢
者

世
帯
で
も
公
的
年
金
で
は
足

り
ず
に
毎
月
３
万
〜
５
万
円

程
度
貯
蓄
を
取
り
崩
し
て
生

活
し
て
い
る
の
が
大
半
で
す
。

　
今
後
、
雇
用
形
態
の
多
様

化
や
転
職
に
よ
り
、ま
と
ま
っ

た
退
職
一
時
金
が
出
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
ま
す
。
公
的
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上

げ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
送
る
な
ら
、

公
的
年
金
の
他
に
自
分
で「
自

分
年
金
」を
作
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　
賢
く「
自
分
年
金
」を
作
る

最
初
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
目
的

別
に
お
金
を
整
理
し
、
適
し

た
金
融
商
品
に
投
資
す
る
こ

と
で
す
。
生
活
費
は
す
ぐ
に

出
し
入
れ
で
き
る
普
通
預
金

へ
、
近
い
将
来
の
使
い
道
が
決

ま
っ
て
い
る
お
金
は
定
期
預

金
や
債
券
な
ど
安
全
性
の
高

い
形
で
運
用
す
る
べ
き
。
老

後
の
生
活
資
金
は
効
率
良

く
殖
や
せ
る
も
の
で
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
は「
先
取
り

　

住
吉
　
ハッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア

メ
ン
ト
を
迎
え
る
た
め
に
、ど

う
し
た
ら
いい
の
で
し
ょ
う
。

　

大
竹
　
リ
タ
イ
ア
す
る
ま

で
に
ま
だ
20
〜
30
年
は
あ
り

ま
す
。
時
間
を
味
方
に
付
け

て
お
金
を
殖
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
お
金
自
身
に
も
働
い

て
も
ら
う
、つ
ま
り
資
産
運
用

で
、
効
率
的
に「
自
分
年
金
」

を
作
り
ま
す
。

　

土
山
　
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
40
代
で
は

１
０
０
０
万
円
以

上
の
貯
蓄
が
あ
る

層
と
、１
０
０
万

円
未
満
の
層
に

明
確
に
分
か
れ
て

き
ま
す
。
そ
の
頃

に
は
、
早
く
か
ら

貯
蓄
し
て
い
る
方
と
、そ
う
で

な
い
方
と
で
は
大
き
な
差
が
つ

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

大
竹
　
30
代
は
結
婚
、出

産
、住
宅
購
入
な
ど
お
金
を

使
う
ラ
イ
フ
イ
ベン
ト
が
多
く
、

な
か
な
か
た
め
に
く
い
年
齢
で

す
。ぜ
ひ
20
代
か
ら
貯
蓄
や
投

資
を
始
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

住
吉
　
投
資
と
聞
く
と
、

難
し
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

土
山
　
日
本
人
の
場
合
、

金
融
資
産
の
半
分
以
上
を
現

金
や
預
金
が
占
め
て
い
ま
す
。

金
融
資
産
の
約
半
分
を
株
や

投
資
信
託
が
占
め
る
米
国
人

と
は
対
照
的
で
す
。
米
国
は

社
会
保
障
制
度
が
手
厚
い
わ

け
で
は
な
い
の
で
、「
自
分
年

金
」作
り
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
高
校
卒
業
ま
で
に
実
践

　
私
た
ち
は
約
50
年
の
歴
史

を
持
つ
、
米
国
・
ニュ
ー
ヨ
ー
ク

に
本
社
を
置
く
資
産
運
用
会

社
で
す
。
法
人
・
個
人
の
お

客
様
か
ら
資
産
を
お
預
か
り

し
、株
・
債
券
な
ど
に
運
用
し

て
い
ま
す
。
預
か
り
資
産
は

約
40
兆
円
に
も
上
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は「
ハッ
ピ
ー
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
」と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
実
は
欧
米
で
は
よ
く
聞

く
言
葉
で
す
。
日
本
人
は
ハッ

ピ
ー
好
き
で
す
が
、
な
ぜ
か

退
職
を
ハッ
ピ
ー
な
こ
と
と
し

て
祝
う
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ハッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
老
後
の
所
得
の
源

泉
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
公
的

的
な
投
資
知
識
を
身
に
付
け

る
教
育
が
、学
校
で
の
授
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　

大
竹
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

親
に「
貯
金
し
な
さ
い
」と
言

わ
れ
て
育
つ
日
本
と
は
大
き

な
違
い
で
す
ね
。
た
だ
、
今
は

超
低
金
利
で
預
貯
金
だ
け
で

年
金
、企
業

年
金
、
そ
し

て「
自
分
年

金
」の
３
つ
に

な
り
ま
す
。

今「
自
分
年

金
」の
重
要

性
が
増
し
て

い
ま
す
。

　「
自
分
年
金
」は
、「
人
的

資
本
」と「
金
融
資
本
」か
ら

成
り
ま
す
。「
人
的
資
本
」と

は
、キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て

給
与
や
報
酬
の
形
で
得
る
お

金
の
こ
と
。「
金
融
資
本
」と

は
株
や
投
資
信
託
な
ど
の
金

融
商
品
に
投
じ
て
得
る
お
金

の
こ
と
で
す
。「
人
的
資
本
」

と
の
バ
ラ
ン
ス
で「
金
融
資
本
」

を
活
用
す
る
と
よ
い
で
す
ね
。

も
し
雇
用
や
収
入
が
安
定
し

て
い
る
状
況
な
ら
、「
金
融
資

本
」は
株
式
な
ど
に
投
資
し
て

リ
ス
ク
を
積
極
的
に
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
キ
ャ
リ
ア
を
磨

き
、ご
自
身
に
投
資
し
て
ハッ

ピ
ー
な
将
来
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

は
お
金
は
殖
え
ま
せ
ん
。
預

貯
金
が
安
全
と
も
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
円
安
が
進
め
ば
、相

対
的
な
円
の
価
値
は
目
減
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。一
部
で
も

い
い
の
で
、自
分
で
判
断
し
て
、

運
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

土
山
　
資
産
運
用
を
身
近

に
す
る
手
段
の
一つ
と
し
て
お

勧
め
な
の
が
、
投
資
信
託
で

す
。
株
や
債
券
を
個
別
に
買

お
う
と
す
る
と
、
数
十
万
か

ら
数
百
万
円
の
ま
と
ま
っ
た

金
額
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２
つ
の
講
演
に
続
い
て
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
住
吉
美
紀
さ

ん
を
司
会
に
、
大
竹
さ
ん
、ア
ラ
イ
ア
ン
ス・バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の

土
山
和
順
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

投
資
信
託
は
、

多
数
の
人
か

ら
少
額
ず
つ

資
金
を
集
め

て
フ
ァ
ン
ド
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
運

用
す
る
仕
組

み
に
な
って
い
ま
す
。

　

住
吉
　
投
資
信
託
を
始
め

る
の
に
必
要
な
お
金
は
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
。

　

土
山
　
積
立
投
資
で
し
た

ら
、１
コ
イ
ン
で
で
き
る
証
券

会
社
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え

少
額
で
も
継
続
し
て
投
資
し

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

投
資
信
託
の
数
は
４
０
０
０

以
上
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま

ず
は
気
に
な
っ
た
も
の
を
保
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

住
吉
　
収
入
に
占
め
る
投

資
の
適
切
な
割
合
と
は
ど
れ

く
ら
い
で
し
ょ
う
。

　

大
竹
　
無
理
の
な
い
範
囲

で
行
う
の
が
鉄
則
で
す
。
手

取
り
月
収
の
う
ち
２
割
は
貯

蓄
と
投
資
に
回
し
た
い
。
も
し

毎
月
５
万
円
積
み
立
て
る
な

ら
、３
万
円
を
貯
蓄
し
て
２
万

円
を
投
資
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
吉
　
人
材
と
し
て
の
自

分
の
能
力
を
底
上
げ
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
よ
ね
。

　

土
山
　
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

の
段
階
に
よ
り
、
人
的
資
本

は
変
化
し
ま
す
。
こ
う
し
た

人
的
資
本
の
変
化
を
考
慮
し

て
、退
職
年
齢
へ
向
け
て
資
産

配
分
を
変
え
な
が
ら
運
用
を

行
う
の
が「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
イ

ヤ
ー
型
」の
投
資
信
託
で
す
。

本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
復
習
を
中

心
と
し
た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
５

月
に
当
社
に
て
３
回
開
催
予

定
で
す
の
で
、ぜ
ひ「
ハッ
ピ
ー
・

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジェク

ト
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「自分年金」とハッピーリタイアメント
お金と向き合うことは自分と向き合うこと

広告特集　企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

　NIKKEI丸の内キャリア塾スペシャルセミナー「『自分年金』とハッピーリタイアメント」が
4月8日、東京・丸の内で開催された。ファイナンシャルプランナーの大竹のり子さんの講演
「女性の老後を幸せにする『自分年金』の始め方」に続いて、アライアンス・バーンスタイン社長
山本誠一郎さんが「日本人にとってのハッピーリタイアメントとは？」をテーマに講演した。

フリーアナウンサー

住吉美紀さん

少
額
か
ら
手
軽
に
。「
投
資
信
託
」は

資
産
運
用
を
身
近
に
す
る
手
段
の
一
つ

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
の
は

「
自
分
軸
足
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」

第
１
部

日
本
に
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
の

文
化
を
創
る

第
２
部

出版社の編集者を経て、2005年4月に女性に
よる女性のためのマネーサロン 「エフピーウーマ
ン」を設立。現在、雑誌『オレンジページ』での
連載執筆をはじめ、講演、メディア出演など多
方面で活躍している。お金の分野での著書は
40冊以上にも上る。

エフピーウーマン代表取締役
ファイナンシャルプランナー

大竹のり子さん

大学卒業後、アナウンサーとしてNHK入局。「プ
ロフェッショナル  仕事の流儀」「スタジオパークか
らこんにちは」などの人気番組を担当。2011年4
月よりフリー。現在はテレビ、ラジオなど多方面で
活躍中。英語力を生かしたインタビューも多い。

貯
蓄
で
確
実
に
た
め
る
」こ
と

で
す
。
毎
月
の
収
入
の
中
か

ら
自
動
積
み
立
て
で
貯
蓄
す

れ
ば
便
利
で
す
。

　
さ
ら
に「
お
金
に
働
い
て
も

ら
う
」の
も
重
要
で
す
。
現
在

は
超
低
金
利
時
代
で
す
。
預

金
だ
け
で
は
お
金
は
殖
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
株
や
投
資
信

託
な
ど
金
融
商
品
に
投
資
し

て
、
お
金
が「
働
く
」こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　
加
え
て「
時
間
を
味
方
に

付
け
る
」の
も
鍵
で
す
。
60
歳

時
点
で
３
０
０
０
万
円
を
た
め

る
場
合（
金
利
３
％
で
複
利
運

用
）に
必
要
な
毎
月
の
積
立
額

は
、
30
歳
か
ら
始
め
れ
ば
毎

月
約
5.1
万
円
で
済
み
ま
す
が
、

40
歳
で
は
毎
月
約
９
万
円
と

な
り
ま
す
。
同
じ
金
額
を
た

め
る
場
合
で
も
早
く
始
め
る

ほ
ど
積
立
総
額
は
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
誰
も
が
老
後
の
不
安
か
ら

解
放
さ
れ
、
安
心
し
て
今
を

楽
し
み
な
が
ら
生
き
た
い
で

す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
自
分

で
自
分
の
人
生
の
選
択
肢
を

持
ち
、経
済
環
境
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
変
化
に
対
応
で
き
る

「
自
分
軸
足
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

アライアンス・バーンスタイン
代表取締役社長

山本 誠一郎さん
大学卒業後、カリフォルニア大学バークレー
校でMBAを取得。大手信託銀行で株・債
券の運用に従事後、アライアンス・バーン
スタインへ転職。2012年3月より現職。アライアンス・バーンスタイン

クライアント本部

土山和順さん
金融機関などでキャリアを積み、2012
年にアライアンス・バーンスタイン入
社。アドバイザーとして同社主催のマ
ネーセミナーで講師を務めている。

人材としての自分を底上げしたい   住吉さん

お金を働かせて「自分年金」作りを  大竹さん

投資信託なら1コインからできる    土山さん

設定・運用は  アライアンス・バーンスタイン株式会社 Facebook も好評運営中！　
商品取引業者 関東財務局長（金商）第303号　加入協会：一般社団法人投資信託協会、  一般社団法人日本投資顧問業協会

ターゲット・イヤー型ファンド 

アライアンス・バーンスタイン・
財 産 設 計
2020 / 2030 / 2040 
追加型投信 /  内外 /  資産複合

ハッピーな将来の自分のために。

フリーダイヤル：0120－629-192（営業日の午前9時から午後5時まで）

資産配分リスク/株価変動リスク/金利リスク/為替変動リスク/信用リスク/カントリー・リスク　など
当ファンドは、主として投資対象ファンドを通じて、株式、債券、リート（不動産投資信託）などの値動きのある金融商品等に投資しますので、実質的に組入れられ
た金融商品等の値動き（外貨建資産には為替変動リスクもあります）により基準価額は変動し、投資元本を割り込むことがあります。したがって、元本が保証され
ているものではありません。当ファンドの運用による損益は全て投資者に帰属します。投資信託は預貯金と異なります。
※当ファンドのリスクは上記に限定されるものではありません。当ファンドのリスクの詳細につきましては、最新の投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

〈ご留意事項〉■本広告は情報の提供を目的としてアライアンス・バーンスタイン株式会社が作成した資料です。信頼できると判断した情報をもとに
作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■投資信託は預貯金や保険契約にはあたりませんので、預金保険機構および
保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関で取扱う投資信託は投資者保護基金の対象でもありません。■当ファンドの
取得のお申込みに当たっては、販売会社において投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受取りに
なり、記載事項をご確認の上、投資の最終決定はご自身でご判断下さい。■投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的
には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

AB「ハッピー・リタイアメント・プロジェクト」ウェブサイト  http://happy-r-project.jp/

■ 「自分年金」作りのために設計された投資信託です。　
■  投資対象ファンドを通じて、主に日本株式、海外株式、日本債券、海外債券および世界のリート（不動産投資信託）へ
      分散投資します。　
■  基本資産配分は、時間の経過にしたがい、より保守的に変更します。

ファンドの特色

ファンドに係るリスク

お客様にご負担いただく費用

※投資者の皆様が負担する費用の合計額は、ファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

きらやか銀行/熊本銀行/滋賀銀行/
親和銀行/東邦銀行/福岡銀行/
北洋銀行/楽天証券　

■投資信託説明書（交付目論見書）の
　ご請求・お申込みは

（注）
実 質 的 な 信 託 報 酬 率とは 、
各ファンドの信託報酬等に、
各ファンドの投資対象とする
投資対象ファンドの信託報酬
等を加えた信託報酬の概算値
です。なお、投資対象ファンドの
状況により、投資対象ファンド
の報酬および実質的な信託報
酬率は変わる場合があります。

〈運用管理費用の配分〉

第１期～第16期
第17期以降

第１期
第2期～第26期

第27期以降
第１期～第11期
第12期～第36期

第37期以降

0.66675％（0.635％）
0.56175％（0.535％）
0.82425％（0.785％）
0.66675％（0.635％）
0.56175％（0.535％）
0.82425％（0.785％）
0.66675％（0.635％）
0.56175％（0.535％）

1.26％～1.35％程度
0.99％～ 1.14％程度

1.55％程度
1.26％～ 1.39％程度
0.99％～ 1.14％程度
1.55％～ 1.57％程度
1.26％～ 1.39％程度
 0.99％～ 1.14％程度

総額（税込、年率）（税抜、年率） 実質的な信託報酬率（税込、年率）計算期間ファンド

財産設計
2020

財産設計
2030

財産設計
2040

投資者が直接的に負担する費用　■購入手数料：購入価額と購入口数を乗じて
得た金額に、販売会社が別に定める購入時手数料率（2.1％（税抜2.0％）が
上限）を乗じて得た額とします。　■信託財産留保額：換金申込受付日の
翌営業日の基準価額に0.2％を乗じて得た額とします。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用　■運用管理費用（信託報酬）：
純資産総額に対して右記〈運用管理費用の配分〉の率を乗じて得た額とします。
■その他の費用・手数料：監査費用等の諸費用を含む「その他の費用・手数料」は
運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を表示することができ
ません。詳細については最新の投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの
費用・税金」をご覧ください。


